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会員各位 

2026 年度 愛知県病院薬剤師会 がん部会 参加者募集要項 

 

一般社団法人 愛知県病院薬剤師会 会長 山田 成樹  

愛知県病院薬剤師会 がん部会 部会長 宮崎 雅之 

愛知県病院薬剤師会がん部会は、2014 年の発足以来、がん薬物療法に関する知識・技能の向上を

目的として、臨床・研究・教育の各側面から活動を行ってきました。がん薬物療法を体系的に学び

たい方、専門・認定薬剤師の取得を目指す方、ならびに取得後も継続的な研鑽を希望される方な

ど、多くの薬剤師の皆様を支援しています。 

本部会では、施設の枠を越えた薬剤師同士の連携・交流を重視し、相互に切磋琢磨できる環境を

提供しています。グループ活動は運営委員が中心となって支援し、その成果は学会発表や論文投稿

などを通じて積極的に発信しています。 

2026 年度も、Web 開催と集合開催を組み合わせながら、継続的かつ実践的な部会活動を行う予定

です。 

──────────────────────────────── 記 ──────────────────────────────── 

 
1．対象    所属長の許可を得た病院薬剤師、薬局薬剤師、薬学部教員で、年間を通じて継続参加

が可能な方  ※日本病院薬剤師会非会員の方は、愛知県病院薬剤師会特別会員への

入会が必要です。 

2．開催期間  2026 年 4 月～2027 年 3 月（1 年間） 原則として月 1 回開催 

3．開催方法  原則 Web 開催   

※集合開催が可能な場合は、名古屋市内および近郊の公共施設等で実施予定 

4．活動内容  がん領域に関する臨床研究、教育活動、ワークショップ、ツール作成等を、多施設の

薬剤師と共同して実践します。詳細は下記「グループ活動内容」をご参照ください。 

5．募集人数  約 100 名 

6．募集締切  2026 年 4 月 10 日（金） 

7．参加費   原則無料  ※報告会、学術講演会等は別途参加費が必要となる場合があります。 

8．申込方法  下記登録サイトもしくは QR コードより必要事項を入力のうえ、 

お申し込みください。        

       参加登録：https://forms.gle/4cE31CcgK6cyuNSU7      

9．初回定例会  未定（決定次第、担当運営委員よりご案内します）  

10．問い合わせ先  名古屋市立大学  共同共育センター  堀田 和男  

E-mail：k2hotta@med.nagoya-cu.ac.jp 
 

https://forms.gle/4cE31CcgK6cyuNSU7
mailto:k2hotta@med.nagoya-cu.ac.jp


────────────────────────── 【グループ活動内容】 ─────────────────────────── 

■ Clinical Question（CQ）を解決したい方 （研究志向・専門性を高めたい方） 

1）がん薬物療法に関する臨床研究グループ  

がん薬物療法における臨床疑問（CQ）をテーマに、多施設共同研究として研究立案、文献調

査、研究計画書作成、倫理審査申請、データ収集・解析を行い、学会発表や論文作成を目指し

ます。臨床研究未経験者も、運営委員のサポートのもと安心して参加できます。 

2）緩和薬物療法グループ  

緩和領域に関心のある方を対象に、基礎から臨床研究まで幅広い活動を行います。症状緩和、

サイコオンコロジー、ポリファーマシー等をテーマに班活動を行い、研修会や症例検討、学会

発表にも取り組みます。 

■ Clinical Question（CQ）を共有し学びたい方 （情報共有・連携・教育に関心のある方） 

3）ワークショップ（WS）企画・運営グループ  

病院薬剤師と保険薬局薬剤師が協働し、CQ を共有しながら医療連携（薬薬連携）などをテーマ

としたワークショップの企画・運営を行います。実践的な学びを通じて、臨床現場に活かせる

知識と連携体制の構築を目指します。 

4）ツール作成グループ  

診療ガイドラインを基に、がん薬物療法に携わる薬剤師の業務支援・教育に資する各種ツール

の作成・更新を行います。作成物は愛知県病院薬剤師会ホームページ等を通じて会員向けに公

開します。 

 

 

 

 

愛知県病院薬剤師会がん部会ホームページ 

https://apshp.jp/exp_ph1/ 

 
 

 

以上 

https://apshp.jp/exp_ph1/

